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※事務局記入欄 

№ 199 

【様式２】 

エントリー学校名：愛媛県 今治市立上浦小学校 

活動名：学校ワークスタイル改革 ～マネジメントで業務改善～ 

解決すべき課題：  

○ 今、学校ではワークスタイルを変革することで、教職員の資質向上、長時間労働の是正などの課題を解決
し、子どもと向き合う時間を確保して教育の質を向上させることが求められている。そこで、本実践では、自校
の教育活動の多忙化の現状と課題を明らかにするとともに、その課題の解決に向けて業務改善推進プランを
作成し、組織としての力を発揮するために必要な学校マネジメントの推進を果たしていく。 

目標・方針：  
１ 学校の管理職が「働き方改革」に関する政策動向を理解し、それを実現するために自校に合ったプランを策
定するとともに、マネジメント能力を発揮することで、教職員が、情熱ややりがいをもち、心身ともに健康で生き
生きとした姿で子どもたちと向き合う環境をつくりたい。 

２ 自校での業務改善・効率化を図るとともに、市内及び教育事務所管内における教頭研修会や主幹教諭
研修会等で、最新の情報等や管理職としてのマネジメントの在り方について周知することで、学校現場の「働
き方改革」への具体策や環境の整備を推進していきたい。 

活動内容：  

１ 自校の教育活動の多忙化の現状と課題の分析（図１） 
２ 業務改善推進プランの策定と実践（図１・２・３・４）（写真１・２・３・４） 
３ ＰＤＣＡを生かした働き方の見直し（学校評価の活用）（グラフ 1） 
４ 教頭研修会の中で中央研修報告を行い、管理職としてのマネジメントの在り方を周知した。（写真５） 

活動の成果：  
１ 業務改善に向けたアンケートを実施し、勤務状況等の把握と課題の分析を行った。その上で、職員会議に
おいて業務改善のための対応方針を示すことができた。（図１） 

２ みんなで声を掛け合うためのスローガンを募集したり、職員室の文房具置き場を整理したり、交流スペースを
設けたりしたことにより、業務改善に向けた雰囲気、気運の醸成につながった。（図２）（写真１・３４） 

３ 職員会議の所要時間や終了時刻を明記し、時間を見える化することで、会議の効率化を意識する教職
員が増えた。また、職員会議のある日に合わせて定刻（17:30）退勤日を設定し、定刻の退勤に積極的
に取り組むことにより、心身のリフレッシュにつながった。（図３）（写真２） 

４ 月末にストレスチェックを実施することにより、教職員の心身の健康状態を把握するとともに、教職員自身の
ストレスへの気付きやその対処の支援、職場環境の改善等に生かすことができた。（図４） 

５ 学校評価と連動した業務改善の点検・評価から効果や課題を収集し、更なる改善につなげることができ
た。（グラフ１） 

アピールポイント（アイディアや工夫）：  
１ 教職員が考えたスローガンを職員室前面に掲示して見える化し、職員朝礼の時に確認することにより、視覚
的に意識改革やチーム意識の醸成が進む。 

２ 業務内容の改善や効率化、職場環境の整備を図ることで、教職員に時間的・心理的な余裕が生まれ、ゆ
とりをもって児童と向き合う時間の充実につながる。 

３ 学校評価と連動した業務改善を推進するために、ボトムアップとトップダウンの両輪で取り組むことができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

＜図１＞ ＜図２＞ ＜写真１＞ 

＜図３＞ ＜写真２＞ 

＜写真３＞ ＜写真４＞ 

＜図４＞ 

＜グラフ１＞ ＜写真５＞ 




